
































































































































































































































































































































































































49．9 20．3 15．7 14．1
～49人 50～99人 100～499人　　500～999人　　1000人以上

















































? 古　典 的・帝 国　　主 義
?






総　　　数． 10，523100．010，558100．0 16，450 100．018，286100．0 36，869 100．0 31，497100．026，722100．0
農・林。漁 1，982 18．8 6，260 59．3 8，373 50．9 1，549 8．5 11，590 31．4 9，883 31．4 16，627 62．2
鉱　　　業 463 4．4 170 1．6 214 1．3 1，210 6．6 1，050 2．8 653 2．1
311 1．2
工　　　業 3，903 37．1 1，311．2 12．4 4β26 26．3 7，032 38．5 8，230 22．3 8，437 26．8 4，192 15．7
q875）
エ　　　業 100．0 100．0 4，584 100．0 5，814．7 100．0 100．0 800．6 100．0
1 954 24．4 405．7 30．9 1，153 20．9 2，311 32．9 2，495．7 36．6 3，127 37．1 142．9 17．8
金属臨機械 792 20．3 321．1 24．5 801 14．5 1，923 27．3 1，864．1 27．4 2，134 25．3 65．0 8．1
金　　　属 202．4 15．4 567 10．3 909．8 13．4 1，223 14．5 18．2
2．3
機　　　械 118．7 9．1 234 4．2 954．3 14．0 911 10．8 46．8 5．8
化学工業 50 1．3 26．7 2．0 60 1．1 201 2．9 253．2 3．7 205 2．4 43．5 5．4
窯　　　業 112 2．9 57．9 4．4 292 5．3 187 2．7 398．4 5．8 788 9．3 34．4 4．3
? 3，111 79．7’ 905．5 69．1 3，431 79．1 4，721 67．1 4，319．0 63．4 5，310 62．9 657．7 82．2
食’料　品 457 11．7 91．5 7．0 689 12．5 1，114 15．8 600．0 8．8 1，238 14．7 88．7 11．1
繊　　　維 2，297 58．9 344．1 26．2 1，956 35．5 2，766 39．3 1，562．5 22．9 2，540 30．1 486．5 60．8
繊維工業 1，288 33．0 930 16．9 1，509 21．5 1，089 12．9
服　　　飾 1，009 25．9 1，026 18．6 1，257 17．9 1，451 17．2
そ　の　他 357 9．1 469．9 35．8 786 31．0 841 12．0 2，156．5 3L　6 1，532 18．2 82．5 10．3
（1875）





















政　　　府 194 1．8 1，338 12．4 542 3．0 679 1．8
軍　　　隊 118 1．1 28．0 0．3 904．8 5．5 221 1．2 139 0．4 1，739 5．5 1，227 4．6


























（　相 対　的　　　　’ 安　定 期　　） 「　冷 戦　」帝
?
主 義
米 （1920） 独 （1925） 日　（i沖縄を含む）
1930） 英 （1966） 米 （1970） 独 （1970） 日　（i沖縄を含む）
1970）
総　　　数 41，953100．0 31，033 100．029，619．6100．023，918100．079，619．6100．0 26，493．5100．052，468．1100．0
農・林・漁 11，40027．2 9，775．4 31．5 14，710．849．7 762 3．2 2，840．4 3．6 1，990．5 7．5 10，087．2 19．2
鉱　　　業 1，230 2．9 744．8 2．4 315．5 1．1 561 2．3 630．8 0．8 537．7 2．0 222．2 0．4
工　　　業 10，880 25．9 10，228．233．0 4，707．6 15．9 8，425 35．2 19，837．224．9 10，386．539．2 13，575．9 25．9
（1919）
工　　　業 9，565．5100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0
1 4，380．6 45．8 4，359．0 42．6 1，252．5 26．6 5，144 61．1 10，867．954．8 7，082．7 68．2 7，243．6 53．5
金属＝機械 3∫526．4 35．7 3β21．6 32．5 870．6 18．5 4，322 51．3 8，801．7 44．4 5，59L553．8 5，945．8 43．9
金　　　属 1，329．5 13．5 1，461．2 14．3 398．9 8．5 2，395．4 12．1 2，102．6 15．5
機　　械 2，196．9 22．3 1，860．4 18．2 471．7 10．6 6，406．3 32．3 3，843．2 28．4
化学工業 494．4 5．0 316．8 3．1 171．4 3．6 493 5．9 1，19＆4 6．0 1．0262 9．9 665．6 4．9
359．8 3．7 720．6「 7．0 210．5 4．5 329 3．9 587．9 3．0 465．0 4．5 632．2 4．7
?
5，185．9 54．2 5，746．256．2 3，455．1 73．4 3，281 38．9 8，969．3 45．2 3，303．7 31．8 6，297．2 46．5
食料　品 931．8 9．3 1，319．3 12．9 536．1 11．4 743 8．8 1，390．4 7．0 927．3 8．9 1，035．6 7．6
繊　　　維 1，783．9 18．1 2，646．2 25．9 1，717．8 36．5 1，236 14．7 2．184211．0 1，077．3 10．4 2，157．1 15．9
繊維工業 1，177．1 11．5
「???．?
30．0 721 8．6 965．0 4．9 540．8 5．2 1，426．9 10．5
服　　　飾 9 1，469．1 14．41　307．2 6．5 515 6．1 1，219．2 6．1 536．5 5．2 730．2 5．4
そ　の　他
・．47・・1
25．8 1，780．7 17．4 1，201．2 25．5 1，631 19．4 5β94．7 27．2 1，299．1 12．5 3，104．5 22．9
建　　　設 2，170 5．2 1，478．7 4．8 979．0 3．3 1，880 7．9 4，572．2 5．7 2，032．5 7．7 3，978．7 7．6
運輸・通信・公益 4，190 10．0 1，581．4 5．1 1，291．7 4．4 2，019 8．4 5，186．1 6．5 1，443．0
?????﹇
3，525．7 6．7
商業・金融 4，860 11．6 3β79．1 12．5 4，324．7 14．6 3，901 16．3 19，213．724．1 3，986．31「　　　15．0 11，247．0 21．4
政　　　府 1，263 3．0 735．9 2．5 1，176 4．9 8，227．6 10．3 2，190．2i　　　8．3 1，735．0 3．3
軍　　　隊 343 0．8 2，110．2 6．8 （軍隊除く
）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出所：rポケット農林水産統計』r工業統計表・産業編』より作成
るが，日本の場合，上記比較では，逆に，前者で九州が，後者で関西が高いのである。それぞれ，
賃金の低い方はその土地所有規模は大きいのである。
　　　さて，以上のことから，前述の太平洋ベルトを軸とした，特に北関東から南東北にまで達しよう
とする重化学工業の内陸展開は，いわば，土地所有の東北型＝低賃金地帯を求めた展開であった。
118 一経　　営　　論　　集一
その結果，北関東は今や機械工業地帯（電気・輸送機械では阪神を陵駕）となり賃金も上昇をとげ
たが，在来工業地帯に比しては著しく低い水準にとどまらざるをえないのである。さらに，前章で
問題とした重化学工業内で最も賃金の低い電気機械の場合も，太平洋ベルトから北関東→南東北
・新潟という典型的な土地所有規模の東北型地域への進出ということと深く関わっていることが理
解されよう。
　かくして，歴史的に最も古い労働力集積地であり，特に土地所有規模最小の阪神を最大拠点とし
て出発し，太平洋臨海へと展開する鉄鋼と，これも神奈川，和歌山，山口の0．6haの土地所有を
持つ旧労働力集積地に移植され太平洋臨海に展開する石油・化学を賃金分布の最高限とし，1ha以
上土地所有の北関東・南東北へと展開する電気を最底とする重化学工業の賃金・労働力分布が定ま
る。そして，重化学工業の展開の程度によって一定の変化を持ちつつも，土地所有に規定された，
東北を最底とし，京浜と阪神を最高とし，太平洋臨海を総体として高賃金地帯とする賃金の地帯分
布が定まる。ここでも，企業規模別・産業別・男女間の賃金格差と同様の，東京を100とし，最底
の秋田を49とする巨大な賃金格差が現れる。
　ことわりまでに，土地所有の地帯展開と労働力集積，その上に展開する重化学工業，この3者が
労働力構成とその規定を決定していくことが了解されよう。そして，土地所有は賃労働の存在の死
重たる役割を果しているのである。
最 後 ??
　本稿では，戦後日本資本主義下の労働力の基本規定の分析に限定された。そして，労働力構成の
上で戦後資本主義が移植・創出されたものであること，その移植・創出新鋭重化学工業の支配の下
では，土地所有の関係を低辺とする3層格差と産業別・男女別・地域別の諸格差が現れざるをえな
いことを検出した。
　しかし，上記の限定の下で，労働力の陶治と鍛治，労働力の陣型と配置の問題と種々の詳細な点
の分析は，後来の課題とせざるをえなかったことに留意されたい。
注（1）南克己氏の「戦後重化学工業段階の歴史的地位」（島恭彦他編『新マルクス経済学講座』第5巻，有
　　斐閣，昭和51年）と氏の論理を承認する立場からの拙稿「戦後高度成長の基礎分析」（明治大学『経営
　　論集』第29巻，第2・3号，昭和57年3月）を参照。なお，本稿は，この拙稿に接続するものとして
　　位置づけられる。
　（2）この場合の「1部門」は，再生産表式の1部門のことを示しているものではない点に注意されたい。
　（3）　この点に関して，筆者は鉄鋼自主管理運動に焦点をあてた。戦後労働力統轄機構分析の小論を予定し
　　ている。
　（4）山田盛太郎r日本資本主義分析』岩波文庫，1977年，p．　240参照。
　（5）関西6県とは，大阪・京都・滋賀・和歌山・兵庫・奈良。ここの北関東には埼玉も入れた。
